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第
七
十
一
条
第
一
項
中
「
、
こ
の
法
律
又
は
」
を
「
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
」
に
、「
若
し
く
は
承
認
」
を
「
、
承

認
若
し
く
は
認
定
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は
承
認
」
を
「
、
承
認
又
は
認
定
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
左
の
各
号
の
一
に
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
基
く
命
令
」
を
「
基
づ
く
命
令
」
に
、「
又
は
承
認
」

を
「
、
承
認
又
は
認
定
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
の
外
」
を
「
の
ほ
か
」
に
、「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め

る
。第

百
七
条
中
「
代
つ
て
」
を
「
代
わ
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
条
と
す
る
。

第
百
六
条
を
第
百
八
条
と
す
る
。

第
百
五
条
中
「
前
六
条
」
を
「
第
百
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
条
と
す
る
。

第
百
四
条
を
第
百
六
条
と
し
、
第
百
条
か
ら
第
百
三
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
十
九
条
を
第
百
一
条

と
し
、
第
八
章
中
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
九
十
九
条

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
、
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
関
し
、
そ
の

職
務
に
反
し
、
当
該
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
談
合
を
唆
す
こ
と
、
当
該
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
当

該
認
定
に
係
る
占
用
入
札
に
関
す
る
秘
密
を
教
示
す
る
こ
と
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
当
該
占
用
入
札
の
公

正
を
害
す
べ
き
行
為
を
行
つ
た
と
き
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
百
条

偽
計
又
は
威
力
を
用
い
て
、
占
用
入
札
の
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２

占
用
入
札
に
つ
き
、
公
正
な
価
額
を
害
し
又
は
不
正
な
利
益
を
得
る
目
的
で
、
談
合
し
た
者
も
、
前
項
と
同
様

と
す
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
九
条
」
を
「
第
六
十
条
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
第
八
条
第
一
項
第
二
十
一
号
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
二
十
五
号
」
に

改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
第
三
十
三
号
を
第
三
十
七
号
と
し
、第
十
六
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
十
五
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

十
六

道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
り
入
札
占
用
指
針
を
定
め
、
及
び
同
法
第
三
十
九
条
の
二
第
六
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
く
こ
と
。

十
七

道
路
法
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
又
は
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
通
知
し
、
同
法
第
三
十
九
条
の
四
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
同
法
第
三
十
九
条
の
四
第
三
項
（
同
法
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
占
用
入
札
を
実
施
し
、
及
び
同
法
第
三
十

九
条
の
四
第
四
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
落
札
者
を

決
定
す
る
こ
と
。

十
八

道
路
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
り
道
路
の
場
所
を
指
定
し
、
及
び
入
札
占
用
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
す
る
こ
と
。

十
九

道
路
法
第
三
十
九
条
の
六
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
り
変
更
の
認
定
を
し
、
及
び
同
法
第
三
十
九
条
の
六
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
二
項
中
「
、
第
十
五
号
、
第
二
十
三
号
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
か
ら
第
十
六
号
ま
で
、
第
二
十
七
号

又
は
第
三
十
五
号
」
に
、「
同
項
第
二
十
三
号
」
を
「
同
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
道
路
法
第
三
十
九

条
の
二
第
一
項（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
入
札
占
用
指
針（
当

該
道
路
の
占
用
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）を
定
め
る
こ
と
に
限
り
、
前
項
第
二
十
七
号
」
に
、「
道
路
法
」
を「
同
法
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
、
第
十
五
号
、
第
二
十
三
号
若
し
く
は
第
二
十
七
号
」
を
「
か
ら
第
十
六
号
ま
で
、
第

二
十
七
号
若
し
く
は
第
三
十
一
号
」
に
、「
同
項
第
二
十
三
号
」
を
「
同
項
第
十
六
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
道

路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
入

札
占
用
指
針
を
定
め
る
こ
と
に
限
り
、
第
一
項
第
二
十
七
号
」
に
、「
、
道
路
法
」
を
「
同
法
」
に
、「
第
一
項
第
三
十

一
号
」
を
「
第
一
項
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
又
は
第
十
五
号
」
を
「
か
ら
第
十
六
号
ま
で
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
六
号
ま
で
、
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
、
第
二
十
五
号
か
ら
第
二
十
七
号

ま
で
又
は
第
二
十
九
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
」
を
「
第
二
十
号
ま
で
、
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
、
第

二
十
九
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
又
は
第
三
十
三
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
」に
、「
第
九
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
」

を
「
第
九
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
二
号
、
第
二
十
七
号
、
第
二
十
八
号
及

び
第
三
十
二
号
」
を
「
第
十
八
号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
六
号
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
六
号
」

に
、「
又
は
承
認
」
を
「
、
承
認
又
は
認
定
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
七
号
又
は
第
二
十
八
号
」
を
「
第

十
八
号
、
第
十
九
号
、
第
三
十
一
号
又
は
第
三
十
二
号
」
に
、「
又
は
承
認
」
を
「
、
承
認
又
は
認
定
」
に
改
め
、
同

条
第
八
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
一
項
第
十
九
号
又
は
第
二
十
九
号
」
を
「
第
一
項
第
二
十
三

号
又
は
第
三
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

７

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
権
限
が
同
項
第
十
四
号
又
は
第
十
六
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
権
限
に

係
る
事
務
の
円
滑
か
つ
効
率
的
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
の
占
用
の
許
可
に
係
る
申
請
書
の
記
載
事
項
の

確
認
、
占
用
入
札
の
た
め
の
調
査
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
務
を
会
社
に
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

８

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
事
務
を
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
第
一
項
第
十
一
号
中
「
前
条
第
一
項
第
二
十
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
二
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
第
三
十
号
を
第
三
十
四
号
と
し
、第
十
二
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
十
一
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

十
二

道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
り
入
札
占
用
指
針
を
定
め
、
及
び
同
法
第
三
十
九
条
の
二
第
六
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
く
こ
と
。

十
三

道
路
法
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
又
は
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
通
知
し
、
同
法
第
三
十
九
条
の
四
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
同
法
第
三
十
九
条
の
四
第
三
項
（
同
法
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
占
用
入
札
を
実
施
し
、
及
び
同
法
第
三
十

九
条
の
四
第
四
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
落
札
者
を

決
定
す
る
こ
と
。

十
四

道
路
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
り
道
路
の
場
所
を
指
定
し
、
及
び
入
札
占
用
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
す
る
こ
と
。

十
五

道
路
法
第
三
十
九
条
の
六
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
り
変
更
の
認
定
を
し
、
及
び
同
法
第
三
十
九
条
の
六
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
十
九
号
、
第
二
十
三
号
又
は
第
二
十
七
号
」
を
「
第
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十

七
号
又
は
第
三
十
一
号
」
に
、「
同
項
第
十
九
号
」
を
「
同
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
道
路
法
第
三
十

九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
入
札
占
用
指
針

を
定
め
る
こ
と
に
限
り
、
前
項
第
二
十
三
号
」
に
、「
、
道
路
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
又
は

第
十
号
」
を
「
、
第
十
号
又
は
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
会
社
の
成
立
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
五
年
を
超
え
て
は
」
を
「
平
成
七
十
七
年
九
月

三
十
日
以
前
で
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。
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